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 余等は前報 ηにデ リス乾燥根の水抽出液は,從 來信 じられてゐた檬に速 に攣質 して敷力を失

ふ ものでは無 く,特 に化學的活性淺基を有 しなv・防腐剤,例 へばToluol, xy!ol等 を加へて硝

子瓶に入れ密栓して冷曙所に保存すれば他の固形,牛 固形或は液朕のデ リス製剤の場合より却

つて其 攣質を防止し得 られ,且 つ製造並に利用に當つては從來の方法 よりも幾多の利鮎のあ

る事を述べて置V・た.併 し乍 ヂ此の研究に於ては容器 として最 も化學的不活性な硝子瓶を使用

したのであるが,デ リス根の水抽出液を貯藏或 は輸途する場合必すしも硝子瓶に限らす,寧 ろ

他/)破 損の恐れの少い安垂な容器が實際上使用される場合が多い.是 等の容器 として普通考へ

られる ものは鐵板製罐 トタン製罐或はブ リキ製罐等である,而 して是等の罐 中:ニデ ザス根の水

抽出液を貯藏する場 合,是 等金属が漸次腐蝕されて生する金屡 イオ ンが液中に溶出して共存す

る結果となる爲,或 は金屡 自身が化學攣化を受ける爲に,是 等金屡に依る隅媒作用或は酸化還

元作用等の助長又は抑制が行はれる可能性が うるから硝子瓶を使用した場合に比較して異つた

結果を生するもの と考へられるが,是 等の黒占に關する化學的研究は未だ行はれ七 ゐ ない.藪

に於て余等は此の鮎 を研究した結果を報告し、一般デリス利用者の参考.て供し度V・と思ふ次第

で  る.

               實      験

 ヂ リス根の水抽出液はデ リス乾燥根の粗葎 したもの1.1kg;を 用ひ前報(ηに報告し浸と同檬の

方法で乳濁液約22.1を 得,良 く掩拝均一として試料 とした・此の試料を罐に入れる代 りに都合

上硝子瓶 て秤量 して入れ夕其の中に鐵板,ト タン板或はブ リキ板の一定量を投入して是等の罐

を用びた ものと考へた・即 ち試料1000,09を1,1容 硝子瓶20本 に入れ、吹 一様 に庭理した.

  A.5本 は何等添加する事無 く其のま玉密栓する.

  B.5本 に3cm2の 鐵板4枚 を投入し密栓する.

  C.5本 に3cm2の トタン板4枚 を投入し密栓する。
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  D.5本 に3cm27)ブ リキ板4枚 を投 入し密隆する・

 上記の檬に塵理 した供試液 宝8月 か ら10月迄 り3ケ 月間 ・ま實験室内の曙所に保存 したが、漸

女氣温が寒冷 となつて來たので11月 になつて3〔Pの恒温槽中に入れ,時 々振揚し第1表 に示 した

期 日に各1瓶 を取出し分析 を行つた・分析法は前報ωに報 告したと全 く同様7)方 法 努探 つた.

保存中何れの試料 も腐敗を起 し.有 機酸の悪臭と瓦斯 を襲生 し,次 第に孚し濁胱態は破壇 され て

白色沈澱物と上澄液 とに分れ,液 面には黒色物浮游 ダる・投入の鐡板 は相當誘 を生 じ、 トタン

                   第1表

              A. 金 罵 を添 加 せ ざ る も の          、

番 鵬
,1脚 歎 卿 物侯 抽 踊 言1鰭馳 鍮 全騰 晶量

舞  }   }臨 臨 非結晶肋 聯 釧 直襯 水
    年 月 日  %    %    %    %    %    %    (つ)%

  1  16.  9. 30     0       1.30      0,168     0.372     0.176     (LO36      0.308

  2      9.  1    33       1.08      0.0(頁3     0.469     0.169     0.031      0.206

  310.163 ユ護〕50.0770.4490.1{〕20.0300.19(ゆロ)9

  4     1!.  1    94       1。08     0.071     0.454     0.159     0.022      0●?08

  5     12. 15   139      1.02     0ρ70     0。448     0.152     0.022      0200

  617.1.2 1号0  1.04  0.「〕71  0.450  0.151  0.025  0.197

                              ●

              B. 鐵 板 を 添 加 し た も の

番
實鵬,脚 鞭 購 全 抽 出 物 謙 靖讐繍 轍 結晶量

凱 ・   臨劃 欄 性物酸・酬 醐 水

    年 月 日  H    %    %    %    %    %     %

  1  16.  7. 30     0       1.30      0。168     0.372     0.176     0。036      0.308

  2      9.  1   33       LIO     O.082     0.337     0.137     0.019      0.200

  3      10.  1    63       1.09      0.097     〔}。324      0.132      0.019       0.210

  4      11.  1・   94       1.09      0.093     0.306     0.145     0,018      0.22}

  5  1   12. 15   139       1,11     0.043     0.337     0.100     0.009      0.13( )4

  617・1・ 判18〔 〕 U3 0の52 α296 0・109 0・010 0・151

             C・ ト タ ン 板 を 添 加 し た も の

番
聯,'脚 数 全。形物 全 棚 物 講 撃響 編 轍 編 景  

號      長臨識 糀 晶働 酸蹴 水 直襯 水

    年 月 日 日  %  %  %  %  %  %

  1  16.  7. 3α    0       1.39     0.168     0.372     0.176     '〔LO3δ      0.308

  2      9. 11    33       1.17     0.167     e.387     0.185     0.052      (⊃.3{}0

  3      10.  1    63       1。16     0.154     0.3:38     0.189     0.052      0.291

  4  ,   11.  1    94       1.16     0.169     0.322     0.155     0.031      〔D.293   }

  5  1   12● 15   139       1・20     0.158     0.353     0.174     0.029      0.303

  6i    17・  1・ 2b  l80      Ll7    0.156    0.363    0.178    〔LO38     0.296
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            D・.ブ リ キ 板 を 添 加 し た も の

 

板 は僅 か に鋳 ぴ,叉 ブ リキ板 は 殆 ど外 観 上 攣 化 を認 め なか つ た.分 析 結 果 を表 示 す る と第1表

の 檬 さ あ つ た.表 中の 敏 字 は試 料1009中 に存 在 した 物 質 の9数(%)を 示 す.

 A,B, C及 びD奨 第6號 さ得 た 結 果Rotenon乃 部 分 を比 較 して 見 る と其 の 純 度 は大 差無 く,

酒 精61同 挽 色 再 結 晶 す る と,何 に も76%前 後 の牧 量で 無 色 の結 晶 が 得 られ た 。 融 鮎 を測 定 し

て 見 る とA,B及 びCか ら得 た も の は1630の 眞 正7⊃Rotenonで あつ た がDか らの もの は1780を 示

し て ゐ た.之 はRoセemnの 同 質 二 像 の 一 つ であ る・Dehydro化 合 物 はA, B及 びDか ら得 た もの

は純 度 底 く汚 い緑 色 を呈 し て ゐ た がCか らDも の は純 変 高 く鮮 黄 色 を呈 して ゐ だ 。

 上記 の第.1表 を総 括 すれ ば次 の第2表 の様 容 あ る.

                   第 2表

 番競 實 験期 日 経過 日殿      全   有   敏   結   晶   量

                         0.308%    年 月 日  日

  1
    16. 7.30  0   A・ 無 添 加  B・ 鐵 板 添 加  C・ トタ ン添 加  D・ ブ リキ添加

  2      9. 1   33      0.206       0.20〔}         0.300          0207

  3      10.  1    63       0.199        0.210           0∴,91            0.200

  411.194 0.208 0.?20  0.293  0.186

  512。15139 α200 0.134  0.303・ 、0.199

  陥 … い8… 留 … 5・ 甲 ・296 ・・68

・此の實験結果には多少凹凸があるけれ共,こ れは同( ト)一種類の試(コ)料に於 ても多少腐敗の程度其

の他 の條件が異つたのに起因してゐると考へられる・

 第2表 が ら判 る様 に,デ リス乾燥根の水抽 出液は,何 等金屡 を添加する事無 く腐敗するに任

せた ものは有数成分の攣質甚 しい事は前報ωに報告したと同様 である・鐵板或はブ リキ板 を添

加 したものは無添加の ものに比 して時 日の経過 と共に何れ も更1τ有数成分の攣質多V・が,ト タ

ン板 を添加 した試料は殆んど攣質を起 してゐなV・.此 の事は保存中に腐敗に依つて生成し素有

機酸が表面に鍍 金されてゐる亜鉛と作用して,水 素 を獲生し,こ れが有敷成分の酸化憂質を防

止することも主要な一因 と考へ られ る.此 の研究結果からデ リス乾燥根の水抽出液 を是等金屡

                   (53)
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製罐中♂τ保存した場合,鐵 或はプ リキ罐は攣 質を促進し,ト クン罐 は硝子瓶の檬な化畢的不活

性な容器 に保存した場合1こ比 して却つて攣質を起さないもの と考へ られ る・

                 婁    約

 L デ リス乾燥限の水抽出液℃樹して容器乃資質が如何に有敏成分 の攣質に影響するかを研

究せんとして本實験を行つた.

 2.容 器として普通爾子瓶,鐵 板製罐,ト タン板製灌或はブリキ製罐等が老へ られるので此

の4種 に就 いて6ケ 月間に亙つて比較(へ)して見た結果,是 等の金屡の中で鐵及びブ リキは攣質 を

速進し)ト タン板は硲子瓶に比して却つて有敷成分の攣質を起 さしめない事が明かになつた.

 本研究 は文部省科學研究費及び農林省委託研究費に依つて行つたものであつて藪に深 く感謝

の意を表する次第である・

             女      献
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